
JP 2016-532346 A5 2017.11.2

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
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【公表日】平成28年10月13日(2016.10.13)
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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｆ    3/45     　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月20日(2017.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増幅器であって、
　第１の段であって、第１及び第２の入力電圧により形成される差動入力電圧を受信し、
それに応答して、それぞれ第１及び第２のライン電圧を有する第１及び第２のラインに第
１の差動電流を出力する、前記第１の段と、
　前記第１の段に結合される第２の段であって、前記第１及び第２のライン電圧を受信し
、それに応答して、それぞれ第３及び第４のライン電圧を有する第３及び第４のラインに
第２の差動電流を出力する、前記第２の段と、
　前記第１及び第２の段に結合される変圧器であって、前記変圧器が第１及び第２のコイ
ルを含み、前記第１のコイルの第１の端子が第１のレジスタを介して前記第１のラインに
結合され、前記第１のコイルの第２の端子が第２のレジスタを介して前記第２のラインに
結合され、前記第２のコイルの第１の端子が第３のレジスタを介して前記第３のラインに
結合され、前記第２のコイルの第２の端子が第４のレジスタを介して前記第４のラインに
結合される、前記変圧器と、
　を含み、
　電圧供給ノードが、前記第１のコイルの第３の端子と前記第２のコイルの第３の端子と
に結合される、増幅器。
【請求項２】
　請求項１に記載の増幅器であって、
　前記第１及び第２の段が、それぞれ第１及び第２の利得を有する第１及び第２のトラン
スコンダクタンス増幅器である、増幅器。
【請求項３】
　請求項１に記載の増幅器であって、
　前記第１のコイルが、電流を第１の方向に導通させるためのものであり、
　前記第２のコイルが、電流を前記第１の方向と実質的に等しい第２の方向に導通させる
ためのものである、増幅器。
【請求項４】



(2) JP 2016-532346 A5 2017.11.2

　請求項１に記載の増幅器であって、
　前記第１のコイルが、受動インピーダンスブーストを前記第１及び第２のラインに提供
するためのものであり、
　前記第２のコイルが、受動インピーダンスブーストを前記第３及び第４のラインに提供
するためのものである、増幅器。
【請求項５】
　請求項１に記載の増幅器であって、
　前記第１のコイルが、能動フィードバックを前記第３及び第４のラインに提供するため
のものであり、
　前記第２のコイルが、能動フィードバックを前記第１及び第２のラインに提供するため
のものである、増幅器。
【請求項６】
　請求項１に記載の増幅器であって、
　前記変圧器が、前記第１及び第２のコイル間の制御されたＨフィールドカップリングを
備える磁場を収容するためのものである、増幅器。
【請求項７】
　増幅器であって、
　第１及び第２の入力電圧により形成される差動入力電圧を受信し、それに応答して、そ
れぞれ第１及び第２のライン電圧を有する第１及び第２のラインに第１の差動電流を出力
する第１の段であって、第１の利得を有する第１のトランスコンダクタンス増幅器である
、前記第１の段と、
　前記第１の段に結合され、前記第１及び第２のライン電圧を受信し、それに応答して、
それぞれ第３及び第４のライン電圧を有する第３及び第４のラインに第２の差動電流を出
力する第２の段であって、第２の利得を有する第２のトランスコンダクタンス増幅器であ
る、前記第２の段と、
　前記第１及び第２の段に結合される変圧器であって、前記変圧器が第１及び第２のコイ
ルを含み、前記第１のコイルの第１の端子が第１のレジスタを介して前記第１のラインに
結合され、前記第１のコイルの第２の端子が第２のレジスタを介して前記第２のラインに
結合され、前記第２のコイルの第１の端子が第３のレジスタを介して前記第３のラインに
結合され、前記第２のコイルの第２の端子が第４のレジスタを介して前記第４のラインに
結合され、前記第１のコイルが電流を第１の方向に導通させるためのものであり、前記第
２のコイルが電流を前記第１の方向に実質的に等しい第２の方向に導通させるためのもの
である、前記変圧器と、
　を含み、
　電圧供給ノードが、前記第１のコイルの第３の端子と前記第２のコイルの第３の端子と
に結合される、増幅器。
【請求項８】
　請求項７に記載の増幅器であって、
　前記第１のコイルが、受動インピーダンスブーストを前記第１及び第２のラインに提供
し、能動フィードバックを前記第３及び第４のラインに提供するためのものであり、
　前記第２のコイルが、受動インピーダンスブーストを前記第３及び第４のラインに提供
し、能動フィードバックを前記第１及び第２のラインに提供するためのものである、増幅
器。
【請求項９】
　請求項８に記載の増幅器であって、
　前記変圧器が、前記第１及び第２のコイル間の制御されたＨフィールドカップリングを
備える磁場を収容するためのものである、増幅器。
【請求項１０】
　方法であって、
　増幅器の第１の段を用いて、第１及び第２の入力電圧により形成される差動入力電圧を
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受信し、それに応答して、それぞれ第１及び第２のライン電圧を有する第１及び第２のラ
インに第１の差動電流を出力することと、
　前記増幅器の第２の段を用いて、前記第１及び第２のライン電圧を受信し、それに応答
して、それぞれ第３及び第４のライン電圧を有する第３及び第４のラインに第２の差動電
流を出力することと、
　変圧器の第１のコイルの第１の端子を第１のレジスタを介して前記第１のラインに、前
記第１のコイルの第２の端子を第２のレジスタを介して前記第２のラインに、前記変圧器
の第２のコイルの第１の端子を第３のレジスタを介して前記第３のラインに、前記第２の
コイルの第２の端子を第４のレジスタを介して前記第４のラインに、電圧供給ノードを前
記第１のコイルの第３の端子と前記第２のコイルの第３の端子とに、結合することと、
　を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記第１及び第２の段が、それぞれ、第１及び第２の利得を有する第１及び第２のトラ
ンスコンダクタンス増幅器である、方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記第１のコイルを介して、電流を第１の方向に導通させることと、
　前記第２のコイルを介して、電流を第１の方向と実質的に等しい第２の方向に導通させ
ることと、
　を更に含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記第１のコイルを用いて、受動インピーダンスブーストを前記第１及び第２のライン
に提供することと、
　前記第２のコイルを用いて、受動インピーダンスブーストを前記第３及び第４のライン
に提供することと、
　を更に含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記第１のコイルを用いて、能動フィードバックを前記第３及び第４のラインに提供す
ることと、
　前記第２のコイルを用いて、能動フィードバックを前記第１及び第２のラインに提供す
ることと、
　を更に含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の方法であって、
　前記変圧器を用いて、前記第１及び第２のコイル間の制御されたＨフィールドカップリ
ングを備える磁場を収容することを更に含む、方法。
【請求項１６】
　方法であって、
　増幅器の第１の段を用いて、第１及び第２の入力電圧により形成される差動入力電圧を
受信し、それに応答して、それぞれ第１及び第２のライン電圧を有する第１及び第２のラ
インに第１の差動電流を出力することと、
　前記増幅器の第２の段を用いて、前記第１及び第２のライン電圧を受信し、それに応答
して、それぞれ第３及び第４のライン電圧を有する第３及び第４のラインに第２の差動電
流を出力することと、
　変圧器の第１のコイルの第１の端子を第１のレジスタを介して前記第１のラインに、前
記第１のコイルの第２の端子を第２のレジスタを介して前記第２のラインに、前記変圧器
の第２のコイルの第１の端子を第３のレジスタを介して前記第３のラインに、前記第２の
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コイルの第２の端子を第４のレジスタを介して前記第４のラインに、電圧供給ノードを前
記第１のコイルの第３の端子と前記第２のコイルの第３の端子とに、結合することと、
　前記第１のコイルを介して、電流を第１の方向に導通させることと、
　前記第２のコイルを介して、電流を第１の方向と実質的に等しい第２の方向に導通させ
ることと、
　を含み、
　前記第１の段が第１の利得を有する第１のトランスコンダクタンス増幅器であり、前記
第２の段が第２の利得を有する第２のトランスコンダクタンス増幅器である、方法。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記第１のコイルを用いて、受動インピーダンスブーストを前記第１及び第２のライン
に提供し、能動フィードバックを前記第３及び第４のラインに提供することと、
　前記第２のコイルを用いて、受動インピーダンスブーストを前記第３及び第４のライン
に提供し、能動フィードバックを前記第１及び第２のラインに提供することと、
　を更に含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法であって、
　前記変圧器を用いて、前記第１及び第２のコイル間の制御されたＨフィールドカップリ
ングを備える磁場を収容することを更に含む、方法。
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